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軟自栽培ウルイの収穫後の着色特性
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1は じ め に
近年,本県において「コバギボウシJ(以下ウルイと表

記)の生産は拡大傾向にあり,緑化栽培と軟自栽培で産

地の確立が図られている。しかし,軟自栽培されたウル

イは収穫後に着色 (緑化)して販売時の商品性が不安定

となっていた。そこで,軟自栽培したウルイの収穫後の

着色防止策の資とするために,温度や照度などの環境条

件による着色 (緑化)特性を調査したので報告する。

2試 験 方 法
(1)温慮と着色 (N
軟自遮光方式で促成栽培し,ほぼ出荷帰略に準じて収穫

したウルイについて温度条件を 10℃,15℃,20℃,25℃に

設定して保存し,経時的に着色 輛 ヒ)程度を調査した。

試験規模は1区 5本とし,湿度 60%,照度 1,0001ux(自色

蛍光灯)下のインキュベーター内で実施した。処理開始は

2004年 3月 18日で収穫後直ちに出荷用自色トレーに並べ

無包装とし,下部のみ切り口を濡れた紙で覆つた。色の測

定部位は最大葉の右半面の中央部,葉脈間とし,山形県最

上広域うるい出荷規格表に付随するカラーチャートを用い

た識別と色彩色差計 (MINOLTA tt CR-300)によった。なお,

試料としたウルイは,県内在来系統で,2002年 10月 4日

に根株を 1芽に分割して養成を開始し (栽値様式 うね幅

12m,株間 03m,2条値え 施肥量各成分 15kg/10a),掘

り上げた根床を2004年 2月 24日に促成開始したものであ

る。

(2)照度と着色 (ド
軟自栽培ウルイの自色蛍光灯による照度条件を,2004年

は 1,000Lux,2,000Lux,4,000Luxに ,2005年は強光条件

を含む 2,000Lux,4,000Lux,8,000Lux,10,000Lux,

13,500Luxに設定して,着色程度を調査した。試験規模は

2004年が 1区 5本,2005年が 1区 10本の調査とし,温度

20℃ ,湿度 60%条件下で上記試験と同様に実施した。処理

開始は 2004年 3月 16日及び2005年 3月 31日で2004年試

験試料の履歴は上記試験と同じで,2005年試験の試料は定

植2003年 10月 4日 ,促成開始 2005年 3月 9日である。

③販売環境調査 (調憮)
収穫後のウルイが実際にどのような環境条件にあるかを

明確にするために,地元量販店の3店舗におけるウルイの

陳列箇所の温度や照度を調査した。温度は放射温度計

αm ttHヽ 301により,ウルイの葉および茎葉を調査

した。照度は照度計錬京硝子機器製Lo METEDにて陳

列されたウルイの葉と同じ位置で (同一方向に向けて)測

定した。

3 試験結果及び考察
(1)温度条件と着色程度

収穫後の温度と時間経過によるカラーチャートでみた色

の変化を図 1に示す。温度条件が 10℃～20℃の範囲 (照度

1,000Lux)で は,温度が低いほど着色 G副ヒ)が遅く,20℃

と25℃では着色 (緑化)に要する時間は同等であつた。20℃

では処理 6～8時間後に軟自栽港の出構基準を超える着色

となるが,10℃では24時間経過後も出荷基準を超える着色

に至らなかつた。図 2は,同様に色彩色差計の a“直 lL'atb。

表色系色度図 CIE1976L'alb'表色系の緑―赤方向を示す)の

推移を表すが,着色は図 1と同じ傾向を示した。
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図1収穫後の温度と時間経過による色の
変化 (カラーチヤー こヽよる比較)(2004年 )
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図2収穫後の温度と時間経過による色の変
化 (色彩色差計による)(2004年 )

(2)照度の違いと着色反応

収穫後の照度条件が約1,000～ 4,000Luxの 範囲 (温度

20℃一定)では,8時間前後で出荷基準を超える着色 (緑

化)と なった。なお,出荷基準を超える着色に要する

時間は,1,000Lux及び2,000Luxでは7時間とほぼ同等で ,

2,000Lux以上では照度が高くなるほどに着色が遅れ ,

10,000Lux以 上では着色を示さなかつた (図 4,5)。 色彩

色差計によるa埴 も同傾向を示 した (図 6)。 参考とし

て 10,000Lux区 の試料を試験終了後に照度を2,000Lux

にしたところ、外葉に着色は見られなかつたことから、

強光条件では、葉緑素等に何らかの障害等が生じ、緑

化を示さないものと推測する。
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図4収穫後の照度と経過時間による色
の変化 (カラーチャードこよる比較)(2004年 )
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図5収穫後の照度と経過時間による色の変
化 (カラーチャートによる比較)(2005年 )
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図6収穫後の照度と時間経過による色の
変化 (色彩色差計による)変化(2005年 )

(3)販売環境の実際

地域内の量販店を調査 したところ,商品陳列場所の

温度及び照度は,冷蔵棚で105～ 13.8℃ ,1,000～
2,200Lux,特設コーナーで約20℃ ,約 1,000Luxであつ

た。特に,特設コーナーは着色 しやすい環境条件にあ

つた (表 1)。

販売店舗 販売場所  照度  温度  湿度
(Luxl (℃) (%)

YB店  特設コーサー 12102 195  63
柁店  冷蔵棚  22700 105  66

特言交コーナー 8654  180   65
cM店   冷蔵棚   10638  138   65
十照度は照度計による。

*温度は放射温度計による販売物帽産。

4 ま と め

以上の結果から,軟自栽培ウ′レイにおいて,収穫後の着

色 (網Dは ,照度 1,∞OLuxで温度 20℃及び 25℃の条件

で,処理 6～8時間後に軟自栽培の出荷基津を超えるまで進

行するために,着色を防止するには 10～ 25℃の温度条件で

は低い方がよい。また,温度 20℃条件での照度は 1,000～

2,000Luxで は同等に進むが,それ以上の照度では着色しに

くくなる特性がある。

中
中
口
や
ヽ
ニ
ユ
ー
■
ト
ー
い
ぶ

:こ iミ・ヽ黙、

図3 温度処理8時間後の実際 (照度1,000Lux)
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